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緒   言 
Barrett 食道とは、食道の扁平上皮が胃から連続して円柱上皮に置き換えられて

いる状態であり、粘液形質により 1：胃底腺型、2：噴門腺型、3：特殊腸上皮化

生（Specialized intestinal metaplasia:SIM）に分類される。この中で SIM は Barrett
粘膜に特異的であり、胃にみられる一部の不完全型腸上皮化生と形態が類似し、

dysplasia や Barrett 食道腺癌の発生リスクが高いことで重要視されている。バレ

ット食道の dysplasia や早期 Barrett 食道腺癌は変化に乏しく、通常内視鏡による

診断は容易ではない。さらに、SIM を確認することは困難であるため、欧米で

は SIM や dysplasia を発見する手段として定期的に検体を採取する 4 点生検法が

行われている。しかし、SIM や dysplasia の局在が不明なため、サンプリングエ

ラーの問題や生検数の増加による出血などが問題視されている。 
Narrow band imagin(NBI)は、RGB 照射光の帯域を狭帯域化して粘膜表層の毛細

血管および微細構造を明瞭に画像化するシステムである。照射光の波長をヘモ

グロビン吸収ピークに合わせることで、毛細血管を高コントラストで描出でき

ることが特徴である。Light Blue Crests(LBC)は NBI 併用拡大内視鏡観察で、胃粘

膜表面微細構造に観察され、腸上皮化生の存在と関連していると報告されてい

る。我々は、NBI 併用拡大内視鏡で、Barrett 食道でも LBC が観察されることを

確認した。本研究は、①NBI 併用拡大内視鏡が SIM を有する Barrett 食道の内視



鏡診断に有用であること、②LBC が SIM を有する Barrett 食道の内視鏡診断に有

用であること、③LBC の本態を検証すること、を目的とした。 
 

対象と方法 
対象：2006 年 11 月～2007 年 10 月に NBI 併用拡大内視鏡を行ったバレット食道

患者 54 例を対象とした（男性 34 例、女性 20 例、平均年齢 57 歳）。 
研究１：NBI併用拡大内視鏡で、表面微細構造を Intestinal metaplasia pit pattern (IM 
pit)群と、Non-Intestinal metaplasia pit pattern (non-IM pit)群に分類し、各々の群よ

り生検を行い、病理学的に SIM の有無を確認した。 
研究２：NBI 併用拡大内視鏡で、LBC を有する群（LBC(+)）と、有しない群

（LBC(-)）に分類し、各々の群より生検を行い、病理学的に SIM の有無を確認

した。 
特殊免疫染色や電子顕微鏡で、LBC（+）バレット粘膜と CD10 との関連が示唆

されたため、以下の方法で LBC の検討を行った。 
研究３：メチレンブルー陽性群（MB(+)）と陰性群（MB(-)）に分類し、各々の

群より生検を行い、CD10 の mRNA 発現量を解析し、腸上皮化生と CD10 の関連

を検証した。次に、LBC 陽性群（LBC(+)）と陰性群（LBC(-)）で、同様に LBC
と CD10 の関連を検証した。 
 

結   果 
研究１：Barrett 食道 54 例のうち、IM pit 群は 29 例、non-IM pit 群は 25 例であっ

た。IM pit 群 29 例のうち、SIM を認めたのは 22 例/29 例であった。non-IM pit
群 25 例のうち、SIM を認めなかったのは 23 例/25 例であった。pit pattern 分類の

SIM に対する感度、特異度はそれぞれ、92%、77%であった。 
研究２：Barrett 食道 54 例のうち、LBC（+）群は 20 例、LBC（-）群は 34 例で

あった。LBC（+）群 20 例のうち、SIM を認めたのは 19 例/20 例であった。LBC
（-）群 34 例のうち、SIM を認めなかったのは 29 例/34 例であった。LBC の SIM
に対する感度、特異度はそれぞれ、79%、97%であった。 
研究３：MB(+)群の CD10 発現量は、MB(-)群よりも高い傾向を示した。同様に、

LBC(+)群の CD10 発現量は、LBC(-)群よりも高い傾向を示した。 
 

考   察 
本研究によって、SIM を有する Barrett 食道の診断における NBI 併用拡大内視鏡

を用いた Pit pattern 分類と LBC の有用性を検討した。上述したように、SIM は

Barrett 粘膜に特異的であり、発癌リスクの観点から重要視されている反面、非

侵襲的な方法で診断することは容易ではない。メチレンブルー（Methylene 
blue:MB）染色法は、胃と同様に Barrett 食道でも腸上皮化生のゴールドスタンダ

ードとされるが、手技が煩雑である。また、DNA 障害が示唆されており、その

安全性が疑問視されている。NBI 併用拡大内視鏡は、ボタン操作のみで詳細な

評価が可能であり、安全性が高い。我々の検討結果より Barrett 食道の内視鏡診

断において、Pit pattern 分類と LBC は SIM に高い相関を示し、有用性が高いと

考えられた。 
LBC は、NBI 併用拡大内視鏡観察で、胃粘膜表面微細構造に観察され、病理学



的な腸上皮化生の存在と密接に関連していると報告されているが、その本態は

不明である。CD10 は Enkephalin、Substance P などの炎症物質を分解する亜

鉛結合酵素であり Neutral endopeptidase(NEP)とも呼ばれ、リンパ濾胞内のＢ

細胞、好中球のほか、腎尿細管、気管支、小腸粘膜等の上皮細胞表面にも発現

する II 型膜貫通蛋白である。我々は、小腸上皮冊子縁で陽性を示す CD10 が、

Barrett 粘膜でも陽性を示し、さらに、電子顕微鏡で冊子縁が観察されたことに

着目し、腸上皮化生、LBC、CD10 の関連を解析した結果、MB(+)群、LBC(+)群
で MB(-)群、LBC(-)群に比較して CD10 の mRNA 発現量が高かった。このこと

は、腸上皮化生、LBC、CD10 が密接に関連している可能性を示唆している。 
SIM は Barrett 粘膜に特異的であり、dysplasia や Barrett 食道腺癌の発生リスクを

考慮すると、非侵襲的方法でスクリーニング、診断することは臨床的に重要で

ある。我々の研究結果から、Pit pattern 分類と LBC は、SIM に高い感度、特異度

を示し、有用性が高いと考えられた。また、LBC と CD10 の関連が示唆された。

しかし、dysplasia や Barrett 腺癌そのものと LBC との関連は不明であり、今後の

検討課題である。 
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